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最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
で
、

「
２
０
２
４
年
問
題
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
働
き
方
改
革

法
案
が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
か
ら
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に
上
限
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
の
事
で
、

物
流
・
運
輸
業
界
で
は
今
ま
で
の
よ
う
に

長
距
離
で
物
が
運
べ
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
現
在
で
も
運
転
手
不
足
に

悩
む
公
共
交
通
業
界
に
お
い
て
は
更
に
拍

車
を
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
そ
う
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
重
要

な
改
正
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
大

き
な
影
響
を
与
え
そ
う
で
す
。
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細
木
あ
け
み
議
　会
だ
よ
り

　

今
年
８
月
に
、
会
派
（
明
政
会
）
で
仙

台
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
目
的
は
、
仙
台
市

が
進
め
る
「
仙
台
市
交
流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス

活
性
化
戦
略
」
に
つ
い
て
の
研
修
と
、
仙

台
市
議
会
議
長
に
面
会
し
、
来
年
１
月
で

休
止
す
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア

ラ
イ
ン
ズ
）
出
雲
―
仙
台
便
の
運
航
再
開

へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

仙
台
市
に
行
く
前
に
、
視
察
予
定
の

「
仙せ

ん
だ
い臺
緑
彩
館
」（
青
葉
山
公
園
に
あ
る
仙

台
市
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
施

設
）
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
敷
地

が
、
伊
達
政
宗
の
重
臣
・
片
倉
小
十
郎
の

屋
敷
跡
で
あ
る
こ
と
に
目
が
止
ま
り
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
片
倉
小
十
郎
の

墓
が
鹿
島
町
片
句
に
あ
り
、「
片
句
」
の

地
名
も
「
片
倉
」
の
姓
か
ら
き
て
い
る
と

　この仕事をしながらずっと思っていたの
は、「皆さんに気兼ねなく来てもらえる場
所が欲しい。」「皆さんとおしゃべりできる
場所が欲しい。」ということでした。そし
てこのたび、多くの人にお世話になり念願
叶って事務所を開設いたしました。
　場所は、みしまや鹿島店さんの近くで、
数年前まで建設会社の事務所として使われ
ていた所を借りて改装しました。大掛かり
な改修は事業者さんにお願いしましたが、
私も所属している鹿島 shi 結女（かしまし
むすめ）の DIY チームで壁を塗ったり、
床板を張ったりしましたので手作り感満載
アットホームな雰囲気の事務所です。また、
フラワーチームのお姉さまたちが季節の花
を植え、暑い夏も毎日水やりをした花壇が
迎えてくれます。
　前を通られた時に、私の車が停まってい
たら気軽に寄ってきてください。また、遠
くから来られる方は出かけていることも多
いので、ぜひ連絡をしてから来てください。
（携帯０９０－４５７７－８００２）
　皆さん！お待ちしてます！！

「
仙
台
市
と
歴
史
つ
な
が
る
鹿
島
町
」

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私

た
ち
は
会
派
の
議
員
で
片
倉
小
十
郎
の
墓

に
行
き
、
今
も
大
切
に
管
理
を
さ
れ
て
い

る
姿
を
見
て
、
ま
た
よ
く
ご
存
知
の
地
元

の
方
に
、
様
々
な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
お
話
を
お
聴
き
し
た
の
ち
仙

台
市
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、
松
江
市
と
仙
台
市
は
、
松

平
治
郷（
不
昧
）公
の
正
室「
し
ず
姫
」は
、

仙
台
伊
達
家
６
代
藩
主
伊
達
宗
村
公
の
娘

で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
に
も
深
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
が
、
鹿
島
町
と
も
つ
な
が

る
仙
台
市
が
、
直
行
便
の
休
止
に
よ
っ
て

ま
た
遠
い
国
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、

今
は
只
々
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

細
木　

明
美

今
任
期
後
半
の
役
職
が
決
定
し
ま
し
た

　

お
知
ら
せ
が
大
変
大
変
遅
く
な
り
、
載

せ
る
の
を
ち
ょ
っ
と
躊
躇
し
ま
し
た
が

（
笑
）、
今
任
期
の
前
半
が
終
わ
り
、
後
半

の
役
職
が
令
和
５
年
５
月
17
日
開
催
の
臨

時
議
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

や
っ
ぱ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
正
副

議
長
の
選
出
（
吉
金
隆
議
長
、
柳
原
治
副

議
長
）
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
や
特
別

委
員
会
等
の
構
成
委
員
と
正
副
委
員
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
常
任
委
員
会
】

　

総
務
委
員
会
（
副
委
員
長
）

【
特
別
委
員
会
】

　

島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

（
副
委
員
長
）

【
そ
の
他
諸
組
織
】

　

島
根
県
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
安
全

対
策
協
議
会

　

尚
、
会
派
で
は
幹
事
長
を
務
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
今
年
の
水
郷
祭
は
ど
ち
ら

で
見
ら
れ
ま
し
た
か
。
そ
し
て
、
ご
存
知

の
よ
う
に
、
今
年
は
有
料
観
覧
席
が
大
幅

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
金
額
設
定
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
が
出
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
し

て
い
く
た
め

に
、
経
費
の
こ

と
を
考
え
る
と

一
部
を
有
料
に

す
る
こ
と
は
理

解
で
き
ま
す
が
、
特
に
橋
北
の
宍
道
湖
畔

は
ほ
と
ん
ど
が
有
料
席
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
一
体
誰
の
た
め
の
水
郷
祭
な
の
か
と

正
直
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
不
満
の
声
も
上
が
り
ま

し
た
。

　

こ
の
花
火
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
江

水
郷
祭
推
進
会
議
に
お
い
て
様
々
な
決
定

が
な
さ
れ
ま
す
。
松
江
水
郷
祭
も
、
全
国

的
に
も
有
名
な
花
火
大
会
に
負
け
な
い
よ

う
な
質
の
高
い
も
の
に
し
て
、
県
外
か
ら

の
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
も
、
有
料
観
覧

席
の
目
的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
既

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
有

料
観
覧
席
は
一
定
の
評
価
を
得
て
、
設
定

価
格
等
の
検
討
は
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
の

よ
う
に
有
料
観
覧
席
を
設
置
し
て
来
年
も

８
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）
の
2
日

間
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

松
江
水
郷
祭
を
終
え
て
…

２
０
２
４
年
問
題
と
は
…

事務所ができました！事務所ができました！

◆
11
月
28
日（
火
）　

本
会
議
（
会
期
の
決

定
、
提
案
説
明
）

◆
12
月
4
日（
月
）　

本
会
議（
一
般
質
問
）

◆
12
月
5
日（
火
）　

本
会
議（
一
般
質
問
）

◆
12
月
6
日（
水
）　

本
会
議（
一
般
質
問
、

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

◆
12
月
7
日（
木
）　

総
務
委
員
会
・
予
算

委
員
会
総
務
分
科
会

◆
12
月
8
日（
金
）　

教
育
民
生
委
員
会
・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

◆
12
月
11
日（
月
）　

経
済
委
員
会
・
予
算

委
員
会
経
済
分
科
会

　

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

◆
12
月
12
日（
火
）　

建
設
環
境
委
員
会
・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

◆
12
月
15
日（
金
）　

予
算
委
員
会
（
分
科

会
長
報
告
・
質
疑
、
討
論
、
採
決
）

◆
12
月
20
日（
火
）　

本
会
議
（
委
員
長
報

告
・
質
疑
、
討
論
、
採
決
）

11
月
定
例
会
日
程
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【
令
和
４
年
６
月
定
例
会
】

松
江
産
ア
ワ
ビ
の
陸
上
養
殖
お
よ
び
栽

培
漁
業
に
つ
い
て

（
質
問
）（
令
和
4
年
）
4
月
25
日
、
ア
ワ

ビ
種
苗
生
産
お
よ
び
陸
上
養
殖
の
実
用
化

に
向
け
た
技
術
交
流
に
関
す
る
覚
書
の
締

結
式
が
、
本
市
と
株
式
会
社
青
木
あ
す
な

ろ
建
設
、
学
校
法
人
玉
川
大
学
の
間
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
覚
書
の
内
容
と

締
結
式
の
様
子
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

（
回
答
）
取
水
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
陸
上

養
殖
化
の
研
究
、
研
究
者
交
流
、
人
材
育

成
、
研
究
施
設
及
び
設
備
の
相
互
利
用
に

3
者
が
共
同
で
取
り
組
む
。締
結
式
で
は
、

玉
川
大
学
小
原
学
長
か
ら
、
養
殖
産
業
に

お
け
る
人
材
育
成
に
貢
献
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
青
木
あ
す
な
ろ
建
設
辻
井
社

長
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
も
漁
港
、
漁
場
の

整
備
に
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
水

産
振
興
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
思
い
が
述

べ
ら
れ
た
。
本
市
と
し
て
も
、
今
後
産
官

学
の
連
携
に
よ
り
技
術
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
を
起
こ
し
、
地
域
に
お
け
る
第

一
次
産
業
振
興
の
成
功
モ
デ
ル
、
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
本
市
の
ア
ワ
ビ
種
苗
が
全
国
区

と
な
っ
て
、
地
域
の
発
展
が
実
現
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。（
上

定
市
長
）

（
質
問
）
令
和
3
年
11
月
議
会
で
質
問
し

た
、
過
疎
計
画
に
記
載
さ
れ
た
恵
曇
港
・

周
辺
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
上
定
市
長

は
、
鹿
島
・
島
根
栽
培
漁
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
順
調
に
生
産
さ
れ
て
い
る

良
質
な
ア
ワ
ビ
の
種
苗
を
活
用
し
、
海
面

及
び
陸
上
養
殖
の
推
進
に
よ
っ
て
付
加
価

値
の
高
い
ア
ワ
ビ
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
で
、
松
江
産
ア
ワ
ビ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
図
り
、

水
産
振
興
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
答

弁
さ
れ
た
。
陸
上
養
殖
場
の
整
備
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

（
回
答
）
出
荷
サ
イ
ズ
ま
で
の
陸
上
養
殖

を
行
う
た
め
に
は
、
現
在
の
生
産
量
以
上

に
種
苗
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
現
セ
ン
タ
ー
近
郊
の
用
地
を
確

保
し
て
、
施
設
を
拡
張
し
た
上
で
種
苗
を

増
産
す
る
必
要
が
あ
る
。
増
産
体
制
が

整
っ
た
後
に
、
養
殖
事
業
を
行
う
民
間
事

業
者
を
募
り
、
現
地
法
人
を
立
ち
上
げ
て

も
ら
う
な
ど
し
て
、
現
地
雇
用
に
結
び
付

け
る
こ
と
を
思
い
描
い
て
い
る
。（
産
業

経
済
部
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
次
の
２
項
目
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

◦
市
の
施
設
利
用
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て

◦
E
V
車
の
普
及
に
つ
い
て

【
令
和
４
年
11
月
定
例
会
】（
代
表
質
問
）

松
江
市
の
土
地
利
用
制
度
に
つ
い
て

（
質
問
）
松
江
カ
ン
ト
リ
ー
の
ゴ
ル
フ
場

跡
地
に
太
陽
光
発
電
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

が
立
ち
並
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
私
有
地
の

た
め
所
有
者
の
意
向
と
あ
れ
ば
致
し
方
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
と
し
て
何
か

手
立
て
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
結

果
を
招
い
た
松
江
市
の
土
地
利
用
制
度

は
、
一
体
何
の
た
め
の
誰
の
た
め
の
制
度

だ
っ
た
の
か
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

編
集
後
記

　

11
月
3
日
に
島
根
町
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
私

は
鹿
島
島
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

参
加
し
ま
し
た
。
11
月
だ
と
い
う
の

に
半
袖
で
も
暑
い
ぐ
ら
い
の
お
天
気

の
中
、
会
場
の
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
は
朝

か
ら
大
賑
わ
い
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の

出
店
者
は
ほ
と
ん
ど
島
根
町
の
事
業

者
や
団
体
だ
と
聞
き
、
ま
ち
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
頑
張
る
皆
さ
ん
の
意
気

込
み
を
、
あ
ら
た
め
て
肌
で
感
じ
た

一
日
で
し
た
。
楽
し
そ
う
な
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
よ
り
26
日
も
早
く
初
雪
が
降

り
、
急
に
や
っ
て
き
た
冬
に
体
が
つ

い
て
行
き
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
流
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ど
う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
回
答
）
松
江
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
跡

地
は
、
原
則
と
し
て
開
発
が
抑
制
さ
れ
る

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
住
宅
団
地

の
開
発
や
ア
パ
ー
ト
の
建
築
は
で
き
な
い

が
、
農
林
業

用
施
設
の
建

築
や
太
陽
光

発
電
設
備
の

設
置
な
ど
は

可
能
な
場
所

と
な
っ
て
い

る
。
民
有
地

で
あ
り
、
最

終
的
に
は
所
有
者
の
意
向
に
よ
っ
て
、
土

地
の
売
却
や
利
活
用
の
方
法
が
判
断
さ
れ

る
た
め
、
行
政
の
考
え
で
土
地
の
使
い
道

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
一
般
論
と
し
て
、
大
規
模
な
土
地
で

あ
り
、
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
形
で
有

効
に
活
用
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
も
の
と

考
え
る
。（
上
定
市
長
）

（
質
問
）
松
江
市
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用

制
度
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
考
え
を
伺
う
。

（
回
答
）
松
江
市
総
合
計
画
で
は
、
将
来

の
ま
ち
の
か
た
ち
を
考
え
る
に
当
た
っ

て
、
市
域
内
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展

を
実
現
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
と
周
辺

部
、
旧
町
村
部
の
市
街
地
や
集
落
な
ど
、

既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
相
互
に
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
コ
ン
パ
ク
ト
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
土
地
利
用
制
度
は
、
こ
の
将
来
の
ま
ち

の
か
た
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
有
益
な
手

段
と
な
る
も
の
で
あ
る
。（
上
定
市
長
）

教
員
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

（
質
問
）
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

る
教
員
へ
の
影
響
を
伺
う
。
現
時
点
に
お

い
て
指
導
体
制
、
教
員
の
負
担
な
ど
問
題

は
な
い
の
か
伺
う
。

（
回
答
）
現
状
、
全
て
の
教
員
が
I
C
T

機
器
の
活
用
に
精
通
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
不
慣
れ
な
教
員
に
と
っ
て
は
、

あ
る
程
度
の
負
担
感
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
、

学
校
教
育
課
内
に
I
C
T
教
育
推
進
係

を
新
設
し
、
機
器
操
作
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
の
助
言
や
研

修
等
、
現
場
に
伴
奏
し
つ
つ
、
取
組
の
拡

充
・
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
通
知
表
作
成
な
ど
成
績
処
理
の
迅

速
化
な
ど
の
I
C
T
化
の
推
進
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
取
組
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
教
育
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
次
の
7
項
目
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

◦
松
江
駅
前
再
整
備
と
殿
町
再
開
発
に
つ

い
て

◦
宿
泊
税
と
観
光
協
会
の
今
後
に
つ
い
て

◦
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
に
つ

い
て

◦
０
歳
児
見
守
り
訪
問「
お
む
つ
定
期
便
」

に
つ
い
て

◦
道
路
清
掃
車
の
導
入
に
つ
い
て

◦
水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

◦
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て

【
令
和
５
年
２
月
定
例
会
】

島
根
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て

（
質
問
）
島
根
県
に
お
い
て
は
、
県
議
会

の
代
表
質
問
に
答
え
る
形
で
、
２
号
機
と

３
号
機
が
稼
働
し
た
場
合
の
国
か
ら
の
交

付
金
の
額
を
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
交
付
金

は
、
松
江
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で

あ
る
が
、
額
が
い
く
ら
か
と
い
う
こ
と
以

上
に
、
ど
う
使
う
か
で
あ
る
。
現
時
点
に

お
い
て
の
再
稼
働
に
よ
っ
て
増
え
る
原
発

交
付
金
の
使
い
道
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

（
回
答
）
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
が

再
稼
動
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
算
定
の
基
礎
と

な
る
発
電
所
の
想
定
稼
働
率
に
応
じ
て
、

今
回
は
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

定
例
会
一
般
質
問
の
内
容

令
和
４
年
度

年
間
4
千
5
百
万
円
の
増
額
と
な
り
、
総

額
が
23
億
8
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
公
共
用

施
設
整
備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る

事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
市
道
根
連
木
池
平
線
、
市
道
深
田
野

原
線
な
ど
の
道
路
整
備
や
鹿
島
中
学
校
の

整
備
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
車
両
の
購
入
、

城
西
公
民
館
、
雑
賀
公
民
館
の
整
備
な
ど

に
活
用
し
て
い
る
。
島
根
原
発
2
号
機
が

再
稼
動
し
た
場
合
の
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
の
増
額
分
に
つ
い
て
も
、
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
目
的
で
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
理
事
）

　

こ
の
ほ
か
、
次
の
2
項
目
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

◦
2
0
2
4
年
問
題
に
つ
い
て

◦
「
ヘ
ル
ン
と
セ
ツ
」
に
み
る
松
江
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て


